注意

第3章



BIOSのセットアップ

このマザーボードには、システムのROMセットアップ情報を含んだ、Award社のBIOSチップが採用されています。このチップは、プロセッサとマザーボード上の他のコンポーネントとの間のインターフェースとなります。ここでは、セットアップ・プログラムを含む情報と、システム設定に沿ったセッティングの仕方について説明します。

CMOSセットアップ・ユーティリティ
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BIOSに組み込まれているセットアップ・プログラムは、CMOS RAMに保存されています。このプログラムにより、マザーボードの設定を変更できます。ユーザーがシステム設定を変更したいとき、システムのバックアップ・バッテリーを変更したいとき、あるいはシステムが設定エラーを検出してセットアップ・プラグラムを起動するように促したときに実行します。カーソル・キーを使って選択し、エンター・キーを押して選択したプラグラムを実行します。

スタンダードCMOSセットアップ
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Date (mm:dd:yy): Wed, Feb 3 1999
Time (hh:mm:ss): 15:37:55
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スタンダードCMOSセットアップ画面は上に示したとおりです。どのアイテムも1つか複数のオプションがあります。BIOSは自動的にメモリの容量を検出しますので、変更する必要はありません。カーソル・キーを使ってアイテムを反転させ、ページアップ・キー、ページダウン・キーを使用して、アイテム毎に設定値を選択します。

ハード・ディスク・ドライブ設定

TYPE：空いているところを埋めるにはUSERを選択して下さい。自動的に選択するにはAUTOを選択して下さい(推奨)。

SIZE：ハード・ディスク・ドライブのサイズ。単位はMBです。

CYLS：ハード・ディスク・ドライブのシリンダー数。

HEAD：ハード・ディスク・ドライブのヘッド数。

PRECOMP：ハード・ディスク・ドライブの書き込み状態の時のシリンダー数。

LANDZ：ハード・ディスク・ドライブが装着されている時のヘッド(読み取り・書き込み)のシリンダー数。

SECTOR：ハード・ディスク・ドライブによって定義されたトラックのセクター数。

MODE：自動的に検出するにはAUTOを選択します。ハード・ディスク・ドライブがLBAモードをサポートしているなら、LBA、あるいはLargeを選択して下さい。ハード・ディスク・ドライブのシリンダー数が1024以上でLBAをサポートしていないなら、Largeに設定して下さい。ハード・ディスク・ドライブのシリンダー数が1024以下なら、Normalを選択して下さい。

ソフトウェア・ターボ設定

BIOSは、ソフトウェア・ターボ機能をサポートしています。フロント・パネルのターボ・スピード・ボタンを押す代わりに、[Ctrl]、[Alt]、[+]キーを同時に押すだけでも動作します。[Ctrl]、[Alt]、[-]キーを同時に押すと、無効となります。

BIOS機能セットアップ
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Anti-Virus Protection

この機能は、ブート時に、1番目のハード・ディスク・ドライブのブート・セクターがウィルスに感染しているかどうか、スキャンするものです。

オプション：Enabled(有効・デフォルト)、Disabled

CPU Internal Cache

有効(Enabled)になっていると、システムのパフォーマンスを改善します。テスト、あるいはトラブル・シューティングの時に、無効(Disabled)にして下さい。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

External Cache

有効の場合、オプションのキャッシュSRAMをサポートします。システムのパフォーマンスがある種のソフトウェアの実行中に不安定となるとき、キャッシュ機能を無効にできます。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Quick Power On Self Test

有効の時、BIOSは拡張メモリのチェックを省略します。

オプション：Disabled、Enabled(デフォルト)

Boot From LAN First

この機能は、LANを通じてリモート・サーバーから起動できるようにします。

オプション：Disabled、Enabled(デフォルト)

Boot Sequence

選択したディスク・ドライブから最初にOSを起動させます。

オプション：A,C,SCSI(デフォルト)、C,A,SCSI、C,CD-ROM,A、CD-ROM,C,A、D,A,SCSI、E,A,SCSI、F,A,SCSI、SCSI,A,C、SCSI,C,A、C Only、LS/ZIP,C

Boot Up Floppy Seek

有効の時、BIOSは時間のかかるコマンドをフロッピー・ディスク・ドライブに発します。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Boot Up Numlock Status

オンになっていると、ブートした時に、BIOSは自動的にナム・ロック機能を有効にします。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Gate A20 Option

ファストに設定していると、プロテクト・モード中のアクセス・レスポンスがより速くなります。

オプション：Fast(デフォルト)、Normal

Memory Parity Check

この機能は、ECCメモリ、あるいはパリティ付DRAMの検出を自動で行うようにするものです。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled

Typematic Rate Setting

この機能は、キーが押され続けたときに、キーが放されるまで文字を繰り返し入力するようにするものです。

オプション：Enabled、Disabled(デフォルト)

Typematic Rate (Chars/Sec)

上記のアイテムが有効になっているときにのみ使用できます。上記のアイテムが有効の時、文字入力を繰り返す割合を設定します。

オプション：6(デフォルト)、8、10、12、15、20、24、30

Typematic Delay(Msec)

上記のアイテムが有効になっているときにのみ使用できます。上記のアイテムが有効の時、文字入力を繰り返す前の待ち時間を設定します。

オプション：250(デフォルト)、500、750、1000(ミリ秒)

PCI/VGA Palette Snoop

ISAアダプタ・カードがVGAパレットのスヌープを要求しているときに、有効にセットします。

オプション：Disabled(無効)、Enabled

OS Select For DRAM > 64MB

お使いのOSがOS/2なら、OS2を選択します。そうでない場合には、非OS/2のデフォルト設定のままにしておきます。

オプション：Non-OS2(デフォルト)、OS2

HDD S.M.A.R.T. Capability

S.M.A.R.T.(自己モニタリング・分析報告テクノロジー)は、ハード・ディスク・ドライブ上の読み込み・書き込みエラーを、LDCMがインストールされている場合には警告を、発する機能です。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled

Report No FDD For WIN95

Aﾄﾞﾗｲﾌﾞが「なし(None)」かBドライブが「なし」、あるいは両方共に「なし」に設定されているとき、ここを正しく「はい」に設定しなければなりません。そうでない場合、システムは、Aﾄﾞﾗｲﾌﾞが「なし」かBドライブが「なし」、あるいは両方共に「なし」に設定されていても、フロッピー・ディスク・ドライブを検出して認識しようとします。

オプション：Yes(デフォルト)、No

Video BIOS Shadow

拡張ビデオ・カードのビデオROMコードを、アクセス速度を速めるためにシステム・メモリにコピーできるようにします。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

チップセット機能セットアップ
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BANK 0/1 DRAM Timing、BANK 2/3 DRAM Timing、BANK 4/5 DRAM Timing

DRAMの読み込み・書き込み速度を選択できます。

オプション：FP/EDO 70ns(デフォルト)、FP/EDO 60ns、Fast、Normal、Turbo

SDRAM Cycle Length

SDRAM DIMMがマザーボードに装着されているときにのみ(BIOSが自動で検出します)、この機能が使用できます。SDRAM DIMMのCASの待ち時間が2の場合、パフォーマンス・アップのために２に設定して下さい。SDRAM DIMMのCASの待ち時間が3の場合、デフォルトの設定のまま、3に設定して下さい。

オプション：3、2、Auto(デフォルト)

DRAM Read Pipeline

有効になっていると、データのメモリからキャッシュROMへの読み込みが速くなります。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Cache Rd+/CPU Wt Pipeline

有効の場合、CPUへのキャッシュRAMの読み込みとデータの書き込みが速くなります。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Cache Timing

ユーザーがキャッシュのタイミングを設定できます。

オプション：Fast(デフォルト)、Fastest

Video BIOS Cacheable

キャッシュ・コントローラが有効になっている場合、上述のシステムBIOSのキャッシュにしたがって、ビデオBIOSキャッシュをC0000HアドレスからC7FFFHアドレスまでキャッシュします。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

System BIOS Cacheable

F0000h-FFFFFHアドレスにあるシステムBIOSロムのキャッシュのパフォーマンスを向上させます。しかし、他のプログラムがこの領域を使用している場合にはエラーが起きる可能性もあります。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Memory Hole At 15M Addr.

レガシーISAカードをインストールしているなら、プロセッサが選択されたアドレスにアクセスした時のISAサイクルのメモリ・ホール・アドレスを選択できます。詳しい情報については、カードのマニュアルをご覧下さい。無効に設定しているときには、14MB(15MB)アドレスでのメモリ・ホールは、プロセッサが14-16MB(あるいは15-16MB)アドレスにアクセスした際のDRAMサイクルとして処理されます。

オプション：15M-16M、14M-16M、Disabled(デフォルト)

AGP Aperture Size

AGPに使用するメモリのフレーム・サイズを選択できます。

オプション：4、8、16、32、64(デフォルト)、128MB

AGP 2X Mode

AGP拡張カードが装着されている場合、AGPモードを1倍速、あるいは2倍速に設定できます。ただし、有効に設定されていても、AGPカードが1倍速しかサポートしていない場合には、システムは自動で１倍速モードに設定します。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

OnChip Sound

有効の場合、オンボードのオーディオ機能が作動します。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

OnChip Modem

有効の場合、オンボードのオーディオ機能が作動します。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled

OnChip USB

有効になっていると、オンボードのUSB機能を使用できます。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

OnChip USB2

有効になっていると、オンボードのUSB2機能を使用できます。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

USB Keyboard Support

この機能は、上記のOnchip USBが有効になっているときにのみ、表示されます。この機能を有効にすると、USBキーボードが使用できます。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled

Auto Detect DIMM/PCI Clk

有効にすると、DIMMのクロック速度を自動で検出します。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Spread Spectrum Modulated

この機能は、スプレッド・スペクトラムをセンター、あるいはダウン・タイプにします。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

CPU Host Clock

CPUとPCIバスとのコンビネーションのタイミングを選択します。

Default(デフォルト)に設定されていると、BIOSはCPUとPCIバスの実際のクロック数を使用します。

オプション：Default(デフォルト)、66MHz、68MHz、75MHz、83MHz、95MHz、100MHz、112MHz、124MHz

Current CPU Temp. / Current System Temp. / Current CPUFAN1 Speed / Current CPUFAN2 Speed/ Vcore / 3.3V /12V / 5V

これらのアイテムは、BIOSからユーザーや技術者に知らされるモニター・データです。ユーザーは設定できません。

パワーマネジメント・セットアップ
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パワー・マネジメント

このアイテムは、パワー・マジメント機能を調整するものです。グローバル・パワー・マジメント機能を使用しない場合には、Disable(無効)を選択して下さい。ユーザー自身で設定する場合には、User Defined(ユーザー定義)を選択して下さい。MIN Saving(最少省電力)とは、すべての設定値で最小値を選択設定することです。一方、MAX Saving(最大省電力)とはすべてを最大値に設定することです。

オプション：User Define(デフォルト)、MIN Saving、MAX Saving

PM Control by APM

BIOSがAPM(アドバンスト・パワー・マネジメント)を無視するように設定することはできません。ドーズ・モード、スタンバイ・モード、サスペンド・モードに移行する前に、BIOSがAPMのプロンプトを待つようにするには、Yse(はい)を選択します。APMがセットされている場合、すべてのタスクが終了した後に省電力モードに移行するためのプロンプトが表示されます。

オプション：No、Yes(デフォルト)

Video Off Optiton

この機能でディスプレーの省電力モードを選択できます。Suspend-Offを選択した場合、システムがサスペンド・モードに移行すると、ディスプレーをブランクにします。All Modes-Offを選択すると、システムがドーズ・モード、あるいはサスペンド・モードに移行した場合に、ディスプレーをブランクにします。Always Onを選択した場合は、システムがドーズ・モード、あるいはサスペンド・モードに移行するときでも、スタンバイ・モードを維持します。

Video Off Method

V/H SYNC+Blankを選択すると、VGA拡張カードからのV-Sync、H-Sync信号によってディスプレーのブランク・オフにできます。DPMS Supportedを選択すると、DPMS(ディスプレー・マネジメント信号機能)をサポートしている拡張カードによってブランク・オフできます。Blank Screenを選択すると、赤緑青信号によってブランクをオフにできます。

オプション：V/H SYNC/Blank、DPMS Support(デフォルト)、Blank Screen

Soft-Off By PWR-BTTN

Delay 4 Sec.(秒)を選択すると、電源ボタンを押して4秒経ってからシャットダウンします。Instant-Offを選択すると、電源ボタンを押してすぐに電源を切ります。

オプション：Delay 4 Sec.(デフォルト)、Instant-Off

HDD Power Down

サスペンド・モードになっているときにハード・ディスク・ドライブのモーターを切ることができます。1 Min(分)、15 Minを選択して、ハード・ディスク・ドライブが省電力モードに移行するまでのアイドリング時間を設定できます。1 Min.と15 Min.を同時に作動させることはできません。ハード・ディスク・ドライブが省電力モード中に何らかのアクセスがあると、復帰します。

オプション：Disable(デフォルト)、1 Min.、15 Min

Doze Mode

無効になっていると、ドーズ・モードに移行しません。ドーズ・モードに移行するまでのアイドリング時間を設定できます。

オプション：Disable(デフォルト)、1、2、4、6、8、10、20、30、40 Min(分)、1 Hr(時間)

Suspend Mode

無効になっていると、サスペンド・モードに移行しません。サスペンド・モードに移行するまでのアイドリング時間を設定できます。

オプション：Disable(デフォルト)、1、2、4、6、8、10、20、30、40 Min、1 Hr

VGA

ON(オン)になっていると、VGA上で何らの動作もないときにパワー・マネジメント・タイマーを作動させます。OFF(オフ)になっていると、VGA上で何らかの動作があっても、パワー・マネジメント・タイマーを作動させません。

オプション：OFF(デフォルト)、ON

LPT & COM 

LPT/COMでは、LPT、あるいはCOMポート上で何らの動作もしていないときにパワー・マネジメント・タイマーを作動させます。LPT、あるいはCOMを選択すると、LPT、あるいはCOMが何らの動作もしていないときに、パワー・マネジメント・タイマーを作動させます。NONEを選択すると、何らかの動作があっても、パワー・マネジメント・タイマーを作動させません。

オプション：LPT/COM(デフォルト)、LPT、COM、NONE

HDD & FDD 

ONに設定すると、何らの動作もないときにパワー・マネジメント・タイマーを作動させます。OFFに設定すると、何らかの動作があっても、パワー・マネジメント・タイマーを作動させません。

オプション：OFF、ON(デフォルト)

DMA/master

この機能をONに設定すると、DMA、あるいはバス・マスター(LANカード、SCSIカード、あるいはその両方)のためにパワー・マジメント機能を有効にします。

オプション：OFF(デフォルト)、ON。

Modem Ring Resume

シリアル・リング・インジケータ(RI)ラインに信号が入力されると(言い換えると、モデムへの着信)、システムをソフト・オフ状態から復帰させます。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

RTC Alarm Resume

Enabledにすると、電源が切れている状態からオンになるまでの時間を設定できます。

オプション：Enabled、Disabled(デフォルト)

Primary INTR

プライマリからの割り込みがあると(下記IRQ# ActivityでPrimaryが選択されている場合)、パワー・マネジメント機能がシステムを動作状態にします。OFFに設定されていると、システムを動作状態にしません。

オプション：OFF、ON(デフォルト)

IRQ# Activity

サスペンド・モード機能で指定した時間が過ぎると、CPUを停止させディスプレーをオフにして、ドーズ・モードからサスペンド・モードに移行します。このとき、IRQ activityでPrimaryと設定されていると、システムはただちに正常動作状態に復帰します。

Secondaryに設定されていると、システムは低電力状態となり、ドリーム・モードに移行します。この場合、ディスプレーは再び動作の反応があるまでオフを持続し、それからサスペンド・モードに移行します。

IRQ 3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、14、15のオプション：Primary、Secondary、Disabled

IRQ 5、8、15のデフォルト：Disabled

IRQ 3、4、7、12、13、14のデフォルト：Primary

IRQ 9、10、11のデフォルト：Secondary

PNP/PCIセットアップ
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プラグ・アンド・プレイ対応OSのインストール

お使いのOSが、Windows NT、Windows 95のようなプラグ・アンド・プレイ対応の場合は、Yes(はい)を選択して下さい。

オプション：No(デフォルト)、Yes

Resources Controlled By

Auto(自動)に設定されていると、BIOSはすべてのシステム・リソースを利用できます。コンフリクトが発生した場合には、Manual(手動)を選択して下さい。

オプション：Auto(デフォルト)、Manual

IRQ- / DMA-用のMmanualオプションは、Legacy ISA、PCI/ISA PnPです。

Reset Configuration Data

Enabled(有効)に設定されていると、直前のBIOS設定をクリアして、デフォルト値に戻します。

オプション：Enabled、Disabled(デフォルト)

CPU to PCI Write Buffer

有効に設定されていると、データとアドレスをシステム・コントローラーの内部バッファにアクセスできるようになり、CPUはアイドリング状態からリリースされます。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

PCI Dynamic Bursting

有効の場合、PCIコントローラーは、連続したPCIサイクルが同じ1KBのアドレスと合致するようにバーストPCI転送をできるようにします。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

PCI Master 0 WS Write

有効になっていると、PCIマスター・ドライブがDRAMにデータを書き込む時に待ち時間が発生しません。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

PCI Delay Transaction

有効を選択しているときは、現行のPCIマスターサイクルを停止して、PCIマスターからの新しい要求に応じるようにできます。それからもとのPCIマスターに再サクセスしてデータを渡します。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

PCI#2 Access #1 Retry

有効になっていると、AGP(PCI#2)からPCI (PCI#1)へのアクセスを最大有効回数になるまで試行します。

オプション：Disabled、Enabled(デフォルト)

AGP Master 1 WS Write

有効の場合、AGPバス・マスターのDRAMへの書き込みアクセスの際に、1サイクル遅延させます。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled.

AGP Master 1 WS Read

有効の場合、AGPバス・マスターのDRAMへの読み取りアクセスの際に、1サイクル遅延させます。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled

PCI IRQ Actived By

PCIデバイスが特定のエッジ・トリガーによって中断されないかぎり、Levelに設定しておいて下さい。

オプション：Level(デフォルト)、Edge

Assign IRQ For VGA

PCI VGAカードがIRQを必要としなら、Disabledを選択して下さい。これにより、システム用にIRQが1つ空くことになります。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Slot 1/2/3/4 Use IRQ No.

PCIデバイスの中にはPCIバス用にIRQを必要とするものがあります。Auto(自動)を選択すると、PCIコントローラーが自動でIRQを割り当てます。

オプション：Auto(デフォルト)、3 to 5、7、9 to 12、14、15

BIOSデフォルトのロード
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BIOSのデフォルト値は、最少システム構成のもとでの最も適正なパラメータとなっています。OEMメーカーは、バイナリ・イメージをROMに焼き付ける前に、MODBINを通じてデフォルト値を変更する場合もあります。

セットアップ・デフォルトのロード
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これを選択すると、システムが自動的に検出する、BIOS及びチップセットの機能は、出荷時のデフォルト値がロードされます。

統合周辺デバイス
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OnChip IDE First Channel

Enabled(有効)に設定されていると、マザーボード上のPCI IDEプライマリを使用できます。ハード・ディスク・ドライブ・コントロール・カードを使用している場合には、Disabled(無効)に設定して下さい。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

OnChip IDE Second Channel

有効に設定されていると、マザーボード上のPCI IDEセカンダリを使用できます。ハード・ディスク・ドライブ・コントロール・カードを使用している場合には、無効に設定して下さい。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

IDE Prefetch Mode

有効に設定すると、データを配置してプライマリのIDEデータ・ポートから読みとります。データの読み取りは、データ・ポートで読み取り中に可能です。

IDEデータ・ポートへの読み取り待ち時間を短縮し、可能な限りの高速転送速度で連続してデータ転送が行えます。リード・セクターにある初めのデータ・プロットはデマンド・リードと呼ばれます。セクターからの次の読み取りは、プリフェッチ・リードと呼ばれます。デマンド・リードとプリフェッチ・リードは、同じサイズでなければなりません(16、あるいは32ビット)。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

IDE HDD Block Mode

有効に設定すると、システムはブロック・モードでハード・ディスク・ドライブへの読み込み・書き込み要求を実行します。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

IDE Primary Master PIO

自動、あるいは手動でPCI IDEプライマリ・ハード・ディスク・ドライブのモード(マスター)を設定することができます。

オプション：Auto(デフォルト)、Mode 0、Mode 1、Mode 2、Mode 3、Mode 4

IDE Primary Slave PIO

自動、あるいは手動でPCI IDEプライマリ・ハード・ディスク・ドライブのモード(スレイブ)を設定することができます。

オプション：Auto(デフォルト)、Mode 0、Mode 1、Mode 2、Mode 3、Mode 4

IDE Secondary Master PIO

自動、あるいは手動でPCI IDEセカンダリ・ハード・ディスク・ドライブのモード(マスター)を設定することができます。

オプション：Auto(デフォルト)、Mode 0、Mode 1、Mode 2、Mode 3、Mode 4

IDE Secondary Slave PIO

自動、あるいは手動でPCI IDEセカンダリ・ハード・ディスク・ドライブのモード(スレイブ)を設定することができます。

オプション：Auto(デフォルト)、Mode 0、Mode 1、Mode 2、Mode 3、Mode 4

IDE Primary Master UDMA

ハード・ディスク・ドライブがUDMA(UlytraDMAかそれ以上)をサポートしている場合、1つめのマスター・ハード・ディスク・ドライブ・モードでの第1PCI IDEチャネルの選択、またはBIOSに自動的に検出させることができます。

オプション：Disable、Auto(デフォルト)

IDE Primary Slave UDMA

ハード・ディスク・ドライブがUDMA(UlytraDMAかそれ以上)をサポートしている場合、1つめのスレイブ・ハード・ディスク・ドライブ・モードでの第1PCI IDEチャネルの選択、またはBIOSに自動的に検出させることができます。

オプション：Disable、Auto(デフォルト)

IDE Secondary Master UDMA

ハード・ディスク・ドライブがUDMA(UlytraDMAかそれ以上)をサポートしている場合、1つめのマスター・ハード・ディスク・ドライブ・モードでの第2PCI IDEチャネルの選択、またはBIOSに自動的に検出させることができます。

オプション：Disable、Auto(デフォルト)

IDE Secondary Slave UDMA

ハード・ディスク・ドライブがUDMA(UlytraDMAかそれ以上)をサポートしている場合、1つめのスレイブ・ハード・ディスク・ドライブ・モードでの第2PCI IDEチャネルの選択、またはBIOSに自動的に検出させることができます。

オプション：Disable、Auto(デフォルト)

Init Display First

AGP VGAカード、PCI VGAカード、あるいはその両方を装着している場合、どのカードを優先して表示させるかを選択できます。

オプション：PCI Slot(デフォルト)、AGP

IDE Onboard FDD Controller

有効にすると、フロッピー・ディスク・ドライブが動作可能になります。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

Onboard Serial Port 1

シリアル・ポート1をオンボードのI/Oｺﾝﾄﾛｰﾗｰとして使用している場合、シリアル・ポートのパラメータを修正できます。I/Oｶｰﾄﾞをインストールするには、COM3とCOM4が必要になる場合があります。

オプション：3F8/IRQ4(デフォルト)、3E8/IRQ4、2F8/IRQ3、2E8/IRQ3、Disabled

Onboard Serial Port 2

シリアル・ポート2をオンボードのI/Oｺﾝﾄﾛｰﾗｰとして使用している場合、シリアル・ポートのパラメータを修正できます。I/Oｶｰﾄﾞをインストールするには、COM3とCOM4が必要になる場合があります。

オプション：2F8/IRQ3(デフォルト)、3E8/IRQ4、2E8/IRQ3、3F8/IRQ4、Disabled

UART2 Mode

シリアル・ポート2の動作モードを選択して下さい。COM2をIrポートとしてではなく、シリアル・ポートとして使用する場合は、Standard(標準)に設定して下さい。

オプション：ASK-IR、HPSIR、Standard(デフォルト)

IR Functiton Duplex

この機能は、UART 2 ModeがASKIR、あるいはHPSIRに設定されているときにのみ選択できます。Ir通信の転送方法を選択できます。

オプション：Half(デフォルト)、Full

TX, RX, inverting enable

この機能は、UART 2 ModeがASKIR、あるいはHPSIRに設定されているときにのみ選択できます。受信終了、転送終了のアクティブ信号を選択できます。この項目は技術者のみが使用して下さい。

オプション：No,Yes(デフォルト)、Yes,Yes、No,No、Yes,No

Onboard Parallel Port

パラレル・ポートをオンボードのI/Oｺﾝﾄﾛｰﾗｰとして使用している場合、既定のパラメータから選択することができます。

オプション：Disabled、278/IRQ5、3BC/IRQ7、378/IRQ7(デフォルト)

Onboard Legacy Audio

有効が選択されていると、レガシー・オーディオ機能が使用できます。

オプション：Disabled、Enabled(デフォルト)

ECP Mode Use DMA

この機能は、ECOモードが選択されているときのDMA(ダイレクト・メモリ・アクセス)チャネルを選択するものです。

オプション：3(デフォルト)、1。

Parallel Port EPP Type

EPPタイプのバージョンを選択できます。

オプション：EPP1.9(デフォルト)、EPP1.7

Onboard Legacy Audio

有効に設定されていると、レガシー・オーディオ機能を動作可能にします。

オプション：Disabled、Enabled(デフォルト)

Sound Blaster

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、サウンド・ブラスターを選択することができます。

オプション：Enabled、Disabled(デフォルト)

SB I/O Base Address

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、サウンド・ブラスターの入出力アドレスを選択することができます。

オプション：220H(デフォルト)、240H、260H、280H

SB IRQ Select

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、サウンド・ブラスターのIRQを選択することができます。

オプション：IRQ 5(デフォルト)、IRQ 7、IRQ 9、IRQ 10

SB DMA Select

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、サウンド・ブラスターのDMAチャネルを選択することができます。

オプション：DMA 1(デフォルト)、DMA 2、DMA 3、DMA0

MPU-401

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、MPU-401を選択することができます。

オプション：Disabled(デフォルト)、Enabled

MPU-401 I/O Address

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、MPU-401の入出力アドレスを選択することができます。

オプション：310-313H、320-323H、330-333H(デフォルト)、300-303H

FM Port (388-38BH)

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、ＦＭポート(388-38BH)を選択することができます。

オプション：Enabled、Disabled(デフォルト)

Game Port (200-207H)

オンボードのレガシー・オーディオが選択されている場合に、ゲーム・ポート(200-207H)を選択することができます。

オプション：Enabled(デフォルト)、Disabled

管理者・ユーザー・パスワード

Supervisor/User passwords(管理者・ユーザー・パスワード)を有効にするためには、スタンダードCMOSセットアップから該当アイテムを選択します。自分自身のパスワードを作成するプロンプトが表示されます。8文字以内でパスワードを入力してエンター・キーを押して下さい。パスワードの確認を促します。再びパスワードを入力してエンター・キーを押して下さい。パスワードを無効にするためには、パスワードの入力プロンプトでエンター・キーを2回押して下さい。メッセージが表示され、パスワードが無効になったことの確認を促します。

BIOS機能のセットアップの時に、セキュリティ・オプションのもとでセットアップが選択され、管理者・ユーザー・パスワードが有効になっている場合、CMOSセットアップ・ユーティリティの実行の際には毎回、パスワードの入力プロンプトが表示されます。システムが選択され、管理者・ユーザー・パスワードが有効になっている場合、システムの再起動、あるいはCMOSセットアップ・ユーティリティの実行の際には毎回、パスワードの入力プロンプトが表示されます。

IDEハード・ディスク・ドライブ自動設定

この機能は、新しいハード・ディスク・ドライブを自動で設定するものです。この機能を使えば、新しいハード・ディスク・ドライブを素早く設定できます。4台までのIDEハード・ディスク・ドライブのパラメータを設定することができます。システムBIOSでは、(Y)オプションが推奨です。システムBIOSによる設定の変わりに、自分自身のパラメータを入力することもできます。すべての設定が終了したら、エスケープ・キーを押してメイン画面に戻って下さい。確認のために、スタンダードCMOSセットアップ機能を実行します。

保存とセットアップの終了

セットアップ画面で変更した後は、エスケープ・キーを押してメイン画面に戻って下さい。カーソルをSave and Exit Setup(保存とセットアップの終了)へ動かすか、あるいはＦ10キーを押してからＹキーを押して、CMOSセットアップを変更します。何も変更していない場合は、エスケープ・キーを再び押すか、カーソルをExit without Saving(保存せずに終了)へ動かし、Ｙキーを押してセットアップ設定を保持します。データをCMOSに保存しセットアップ・ユーティリティを終了しようとすると、次のメッセージが画面の中央に表示されます。

SAVE to CMOS and EXIT (Y/N)?

(保存してセットアップを終了しますか)

保全せずに終了

これを選択すると、変更をCMOSに保存することなくセットアップ・ユーティリティを終了するために、次のメッセージが画面の中央に表示されます。

Quit Without Saving (Y/N)?

(保存せずに終了しますか)






3-20
3-21

